CBL（Community-Based Learning）の意義についての一考察 ―地域や社会で学ぶことはなぜ有効なのか― by 佐藤 智子
CBL（Community-Based Learning）の意義について
の一考察 ―地域や社会で学ぶことはなぜ有効なの
か―
著者 佐藤 智子
雑誌名 東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要
巻 3
ページ 183-190
発行年 2017-03
URL http://hdl.handle.net/10097/00120953
─  183  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 3 号　2017
1 ．課題設定
日本の教育制度は，学校教育と社会教育を両輪とし
て設計されてきた．ここでの社会教育とは，「家庭教
育及び勤労の場所その他社会において行われる教育」
（教育基本法第 7 条）であり，「学校の教育課程として
行われる教育活動を除き，主として青少年及び成人に
対して行われる組織的な教育活動（体育及びレクリ
エーションの活動を含む．）」（社会教育法第 2 条）と
されている．つまり社会教育とは，「学校教育以外の
組織的な教育活動」を指す．
かつて学校教育制度と社会教育制度は，公教育の両
輪ではありながらも，多くの場面で異なる原理を適用
しながら運営・運用がなされてきた．両者はそれぞれ
別の根拠法令を持ち，専門職員の養成や任用，予算の
あり方などにおいても相違点が多い．ゆえに，実態と
しては相互に関わることの少ない状況が続いてきた．
だからこそ，間接的な形で，相互補完的な関係性を維
持してきたと理解することもできる．
しかし近年，両者の「連携・協働」が強く推進され
るようになっている．2006（平成18）年には教育基本
法が改正され，新たに第 3 条として「生涯学習の理念」
の条項が加えられると共に，第13条には「学校，家庭
及び地域住民等の相互の連携協力」が新設された．こ
れらの法改正を受けて，文部科学省では，「学校支援
地域本部事業」，「放課後子ども教室」，「学校運営協議
会」などの取組を推進してきた．
このように，いま学校教育と社会教育の境界が融合
しつつある一方で，両者の役割分担や責任の所在が曖
昧化している面もある．しかし，「学校，家庭及び地
域住民その他の関係者は，教育におけるそれぞれの役
割と責任を自覚するとともに，相互の連携及び協力に
努めるものとする」（教育基本法第13条）とあるように，
学校と家庭や地域とが連携・協働していくためには，
まず「それぞれの役割と責任を自覚」することが重要
となる．
私たちが学ぶ場は，学校に限られない．それは大人
のみならず，子どもにとっても同様である．就学して
いる児童・生徒・学生であれば，一日の中で多くの時
間を学校で過ごし，そこで学んでいるかもしれない．
それでもなお，学校外の地域や社会において，様々な
場面で学ぶ機会も多い．
しかし，学校で学ぶことと，地域で学ぶこととはまっ
たく同質なものなのだろうか．異なる点が多く存在す
るようには思われるが，では，それは何がどのように
異なるのだろうか．本稿では，両者の違いを学習とい
う観点から紐解きながら，地域で学ぶこと，つまり
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CBLは，経験を学習へと転化させるために有効なプログラムであり，それを支える哲学や教育学でもある．本稿
では，CBLの理論的な背景を中心に整理する．
「経験」は重要な学習資源である．その経験を連続的に再構成し，より深い学びへと循環させていくためには，「省
察」が重要であるとされている．CBLでは，この省察の過程を通して，状況に応じた適応的な学習を促す．近年は
状況的に学ぶことの重要性が強調されており，この観点からCBLの有効性が確認できる．
経験から得られる学習として，学習の認知的な要素だけでなく，その土台としての身体的要素や情動的要素も重
要性である．CBLの効果は，全身の五感を使ったホリスティックな学びを可能にするという点にも意義を見出すこ
とができる．以上より，CBLでは，教室の中では実現できない、あるいは実現し難い性質の学習が可能になる．よっ
てCBLは，学校や教室での学びと効果的に組み合わされることが重要である．
─  184  ─
佐藤 智子・CBL（Community-Based Learning）の意義についての一考察
Community-based Learning （CBL）の可能性と課題
について整理したい．
2 ．地域で学ぶことの意味
2．1．Community-based Learning （CBL）とは
本稿で取り上げるCommunity-based Learning（以
下，CBL）とは，「教育課程における目標や目的を達成
する手段として，地域のパートナー，教職員，生徒・
学生の協働により定義された地域のニーズに相互的に
取り組む活動に，生徒・学生を参画させる」学習活動
とされている（Cress 2013, p.9）．このCBLは，School-
based LearningないしClassroom-based Learningの対
概念として理解されている．CBLは，単純に地域での
学習を意味するだけでなく，従来の学校教育に対する
批判的視座を込めて用いられる場合が多い．例えば，
社会教育や生涯学習の分野においてCBLが概念化され
ることはない．社会教育や生涯学習においては，地域
や社会の中で学ぶことが大前提となっているからであ
る．つまり，概念としてのCBLには，学校教育におけ
るClassroom-based Learningの限界を乗り越えようと
する意図や戦略が込められている．
とはいえ，CBLは，Classroom-based Learningと具
体的にどのような観点から区別されるのだろうか．そ
こにはいくつかの解釈の余地がある．
第 1 に，両者の学習環境の違いに注目すると，CBL
は，教室や会議室ではない環境，例えば実際に現場や
現地に足を運んで学ぶようなフィールドワークなどを
指す．この場合，学校外の場所であっても，会議室の
ような，教室に近似した環境の中で行われていれば，
そ の 中 で 生 み 出 さ れ る 学 習 はClassroom-based 
Learningに分類できる．一方，学校の敷地内であっ
ても，教室の外で体験的に学ぶような活動があるので
あれば，それはCBLに近いものとなる．
第 2 に，教師と学習者の関係性に着目することもで
きる．Classroom-based Learningには，そこでの教育
活動の全般を主導する「教師」が存在し，学習者であ
る児童・生徒・学生は，教師が設定する枠組みの中で，
多くの場合，受動的に学ぶことになる．一方で，CBL
には，固定的な教授者としての役割を担う「教師」は
存在しない．必要に応じて誰かが「教師」のような役
を担うこともあるが，それは状況に応じて流動的なも
のとなる．あるいは，教師と学習者というような非対
称的な関係性自体が存在せず，学習者同士がそれぞれ
の知識や情報を持ち寄って相互に学び合うということ
もある．つまりこの意味でのCBLにおいては，学習
者の主体性や能動性が焦点化される．
第 3 に，教育と学習のためのカリキュラムの違いに
注目することもできる．学校の教育課程は十分に体系
化・組織化されており，学習指導要領が存在し，学校
で学ぶべき科目とその内容が細かく決められている．
一方で，CBLには，予め用意された体系的な教育カ
リキュラムが存在しない．学ばれるべき内容は，その
地域が抱える社会問題や文化的状況，その地域に住む
人たちの生活経験によって決まることとなる．
以上のように，学習が生じる場面としての学校・教
室での学びとの対比の中では，CBLの定義に多元的
な意味が含まれ得る．しかし実際には，これらの特徴
が複合的に立ち顕れる場合も多い．そこで，これらの
どれか1つの側面を焦点化するのではなく，総合的な
観点からCBLの特徴を整理することとしたい．
2．2．CBLの形態と概要
CBLとは，何か特定の具体的な学習活動を指すの
ではなく，一連の共通性を持った学習活動ないし学習
理念の総称として用いられている．CBLには，例え
ば次のような多様な形態が含まれる（Mooney & 
Edwards 2001）．
◦　 教室外活動：地域コミュニティの中で行われる見
学や講義などである．外部講師の話を聞く，現場
の様子などを見学する活動が含まれる．これによ
り社会の実情に触れ，「現実世界」の体験を通し
た知識や考察を得ることができる．
◦　 ボランティア活動：地域のサービス活動に参加す
ることである．ボランティア活動に参加すること
で，授業の単位認定が行われる場合もある．地域
で生活する人びとのニーズや社会問題の存在に気
づくことができ，多様な人々との出会いを通して，
社会への関心や意識を高めることができる．
◦　 インターンシップ：大学で学んだことと関連づけ
られながら，職業的・専門的な経験をする．イン
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ターンシップは，それまでに習得した知識やスキ
ルを実践的に応用する機会となり，新たな知識や
スキルの獲得を促す場にもなりうる．ここでは一
定のスキル・知識が予め求められ，それを現実社
会の中で応用する．授業として実施され単位が認
定される場合もあるが，インターンシップの多く
は学校教育の正課外で行われ，体系的・学術的な
知識と絡めた省察を課されない場合も多い． 
◦　 サービスラーニング：地域のサービス活動に参加
し，体系的・学術的な省察を通して，学校の授業
内容についてのより深い理解と応用力を習得す
る．さらには，市民的なリーダーシップを発揮す
るための社会的行動が課される場合もある．ここ
では，それまでに学んだ知識としての抽象概念を
実際に実行・応用することで，より深い理解を得
られ，学際的なアプローチも可能になる． 
唐木（2010, p.ⅳ）によれば，サービスラーニング
とは，社会参加活動を単に体験だけで終わらせず，活
動に参加した人々が学習活動に関与するための様々な
工夫を凝らした教育方法を指すという．
つまり，インターンシップが体験的な活動そのもの
に重点があるのに対し，サービスラーニングは，地域
のサービス活動を通して，正課の教育カリキュラム等
で学んだ抽象的な知識の理解を深め，それを社会の中
で応用する部分に重点を置いているという点に違いが
ある．
以上のようなCBLの基礎には， 3 つの要素がある
（Prast & Viegut 2015）．それが， 1 ）Project-based 
Learning，2 ）Place-based Learning，そして 3 ）サー
ビスラーニング（Service-Learning）である．
第 1 のProject-based Learningでは，断片化された
知識のままではなく，より大きな視野で統合的に問題
を捉えることができるよう，学習者の学習経験を調整
することを重視する．そこでは，学習内容をただ覚え
るだけに留まらず，深く理解される必要がある．
第 2 のPlace-based Learningには，学習者が現実世
界に直に触れることができるのであれば，学習内容が
現実の世界とどう関連性を持ち，どう応用されうるの
かを理解することができるのだという考え方がある．
学習者は，教室を出て，実際に知識が応用されている
場所に行くことになる．そこでは，学習者に対して，
彼らが知っているもの，理解しているものをどのよう
にして現実世界に応用できるのかを考えさせる支援が
必要となる．
そして最後のサービスラーニングでは，学習者は，
自分の行動がどのように世界を変えることができるか
を学ぶ．ここでの目標は，学習者を能動的で主体的な
市民にすること，そして彼らを地域コミュニティと結
びつけることである．そこで，学習者が暮らしている
地域，国，地球規模のコミュニティの中で学習者が何
らかの役割を果たすための機会を用意する必要がある
（Prast & Viegut 2015, pp.5-6）．
サービスラーニングには，次の 3 つの側面があるこ
とが指摘されている．それが，プログラムとしてのサー
ビスラーニング，哲学としてのサービスラーニング，
そして教育学としてのサービスラーニングである
（Jacoby1996, pp.7-8）．これは，サービスラーニング
だけに限らず，CBL全般にも共通して言えることと
考えられる．
プログラムとしてのCBLは，専門教育として，あ
るいは一般教養教育として，様々な場面で活用されて
いる．しかしCBLは単なるプログラムに留まらず，
人の成長や人生の目的，社会的なビジョン，コミュニ
ティへの関わり方，知識を得るための方法などに関す
る哲学であるとされる．ここでは，サービスラーニン
グの根幹にあるとされる「互恵性」の要素が，CBL
を哲学へと止揚するのに寄与している．つまり，CBL
の哲学は，教育者から学習者への一方向的な知識教授，
持てる者から持たざる者への慈善モデルを否定してい
る．すべての関係者は，学習者として学習内容の決定
に関わるべきであり，学習者にも教師にもなり得る．
それを通じて学習者は，自分が所属するコミュニティ
の構成員として，帰属意識や責任感を高めることがで
きる（Ibid., pp.7-8）．
CBLに関する研究の多くは，CBLの中核にサービ
スラーニングを据えており，学校教育に導入すべき要
素としてCBLを捉えているものが多い．例えばCBL
は，地域コミュニティと学校とのつながりを強化する
ことによって，学校教員が生徒・学生の学習意欲を高
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め，教育カリキュラムを，生活と結びついた経験的な
ものへと変えるための教育戦略と考えられている
（Prast&Viegut 2015, p.2）．この背景には，学校は地
域の中に立地しているのにもかかわらず，学校と地域
の間に距離感が生じているという問題意識がある
（Ibid., 2015, p.4）．
一方で，必ずしも学校の教育カリキュラムに重点を
置いてないサービスラーニングも生まれているとい
う.これらの形態はco-curricularのサービスラーニン
グとされ，正課のカリキュラムの外部（例えば学校が
支援する放課後プログラム）や非正課の教育環境（青
少年のためのクラブや団体が実施するプログラム）な
どでも実践されている.このようなco-curricularの
サービスラーニングでは，参加者のリーダーシップの
向上，社会的な側面での発達，文化的多様性への理解
など，教科の枠を超えた目標が強調される傾向にある
（Furco 2010, p.230 =2013, p.269）．
3 ．学習における経験の意義
サービスラーニングを含むCBL概念は，デューイ，
コルブなどの経験教育・経験学習の考え方が理論的な
土 台 と な っ て い る（Jacoby 2015, Prast & Viegut 
2015）．そこで，CBLについての理解と考察を深める
ため，経験と教育・学習についての理論的な知見を整
理しておく．
3．1．経験と教育（デューイ）
デューイは，著書『経験と教育』のなかで，「真の
教育はすべて，経験を通して生じる」と述べている
（Dewey1938=2004, p.30）．教育や学習は，「経験の再
構成の連続的な過程」であり，学習者の現在の経験は
すべて将来の経験に影響を及ぼす動力となるのだと述
べられている（Ibid., p.144）．
経験とは，単に個人の内面だけで進行するものでは
ない．教師は，地域社会の自然・歴史・経済・職業な
どの諸条件を教育資源として活用するように推奨され
る．これにより，経験は，個人の外部にあるものを源
にしつつ，個人の内部で進行するものに従属させられ，
はじめて真の経験となるという（Ibid., pp.55-58）．教
師の役割は，生徒が現有している能力に新たな領域を
拓くための手段として経験を組織化することである
（Ibid., p.21）．
これは，すべての経験が教育的なもの，すべての経
験が同等なものであるという意味ではなく，教育的で
はない経験もいくらでもあると指摘される．例えば，
ある種の経験は，個人の能力を一面では伸ばすかも知
れないが，その個人を凝り固まった言動をとる傾向に
陥らせることもある．また，ある経験は即時的には非
常に楽しいものであっても，それによって怠慢で軽率
な態度の形成を助長してしまうこともある．このよう
な態度が形成されると，その後の経験を変質させ，経
験から得られるはずのものを減じさせてしまう可能性
もある（Ibid., pp.30-31）．
それでもデューイは，教育は，個人の実際の生活経
験に基礎づけられる必要があると考えていた．つまり
デューイにとっての教育とは，生活経験そのものである
（Ibid., p.77）．そのような教育こそが民主主義に求めら
れる社会的統制を実現する手段だと考えられていた．
ここでは，教育における外部からの統制は否定され
ている．外的な圧力によって「経験させられた」学習
は，学習者の学習意欲を喪失させる．また，自動的な
反復練習は，特殊な能力を向上させるかもしれないが，
それと引き換えに判断力や行動力に制約を生じさせる
（Ibid., p.32）． 
そこでデューイは，経験の「質」を重視し，経験を
構成する「連続性」と「相互作用」という2つの原理
を概念化した．デューイによれば，「個人の行動の統
制は，その個人が含まれ分担している協同的で相互作
用的な役割をもっている全体的状況によって，効果的
なものにされている」（Ibid., p.81）という．つまり，
秩序を打ち立てるのは，一人一人の意志や願望ではな
く，集団全体を推進させる精神だというのである．つ
まり統制とは社会的なものでなければならず，そのた
めに個人は共同体の一部であるという点を意識する必
要がある（Ibid., pp.81-84）．
このような社会的統制を実現するために，デューイ
は，経験の内部に統制の要素を見出している．そこで，
成熟者である成人の知識・技能を未熟な年少者の経験
に生かすため，両者の間の親密な接触が必要だと指摘
している（Ibid., pp.24-25）．
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3．2．経験学習（コルブ）
経験学習とは，学習の結果ではなく過程を重視し，
経験から知識が創出される過程をモデル化したもので
ある．コルブは，「学習とは，経験の変容によって知
識が創出される過程である」（Kolb1984, p.41）と考え
ていた．
コルブ（1984）は，デューイ（John Dewey），ピア
ジェ（Jean Piaget），レヴィン（Kurt Lewin）の研究
に基づいて，経験から学ぶのに必要な4つの能力を次
のように概念化している（Kolb1984, p.30）．
1 ） 具体的経験：新しい経験に対して，先入観なく，
心を開いて十分に関わることができる能力
2 ）省察的観察；その経験を，多角的な視点から観察
しふり返ることができる能力
3 ）抽象的概念化：その観察から得たものを，論理的
に妥当な理論と統合できる概念を生み出すことがで
きる能力
4 ）能動的実験：それらの理論を，意思決定と問題解
決のために活用できる能力
コルブの提唱した「学習サイクル」では，この 4 つ
の能力を，サイクルの過程にある相互関係の段階とし
て位置づけている（図 1 ）．この学習サイクルは，学
習がこの 4 つの要素を段階的・循環的に巡って学習が
生じている，あるいはそのような過程を経るべきであ
ることを示すものである．
CBLの文脈に沿って整理すると，そこには，学習
者と，そのパートナーとして地域や社会に生活する
人々がいる．学習者はそのパートナーとの連携・協働
によって，抽象的な知識が現実世界に応用・適用され
るのを観察し，体験する機会を得られる．そこに省察
の機会が与えられれば，学習者は，自分が何を経験し
たのか，それは自分自身の学びや地域・社会に対して
どのような影響があったのかについて深く考えること
ができる．そうすることで，他の文脈や異なる状況に
おいても応用可能な，新しい概念を生み出すことにつ
ながっていく（Prast & Viegut 2015, p.3）．
４ ．学習におけるCBLの有効性
４．1．身体や感覚を通じた学習の意義
以上を踏まえると，学習の資源となる経験には，い
くつかの段階があると考えられる．それを，身体的・
感覚的要素，情動的要素，知的要素の 3 つに整理する
ことができる（図 2 ）．
私たちが何かを「経験した」と認知する時，そこに
は少なからず身体的・感覚的要素が介在している．例
えば，富士山に登った経験，海外旅行をした経験，大
きなステージで演奏した経験，就職活動をした経験な
どを思い浮かべると，身体的な動作や行動が少なから
ず含まれている．そこでは，身体的な活動が主要な部
分を占める場合も多いが，そうではなくても，身体的・
感覚的な要素が，経験の契機や動機，あるいは過程と
して機能している．
このような身体的・感覚的要素は，単なる経験の「入
り口」に過ぎないようにも思われるかもしれない．し
かし，近年は学習における身体の影響，つまり身体を
通じた学習の重要さが強調される傾向にある．例えば，
図 1　経験学習過程の構造的次元と創出される 
基本的知識形態（Kolb 198４, p．４2より. 筆者訳）
図 2　学習資源としての経験の要素
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「身体知」や「身体化された学習」を主題とする文献
（Lawrence 2012=2016）では，身体と，精神や感情，
そして認知が相互に関連している点が指摘されてい
る．例えば野外体験における身体化された学習では，
身体と精神の間の葛藤の中で学習が生まれる点が強調
されている．あるいは，ダンスを通した批判的な省察
と探究の過程を取り上げ，身体から世界を深く理解す
る学習へとつながる状況が描かれている．
このような中で，身体を通して芽生えた精神的な揺
らぎ，感情の変化などの情動的な要素は，経験を学習
に結びつけるために不可欠な「省察」を促進する．
繰り返しになるが，CBLにとって最も重要な要素
の 1 つとして強調されるのが「省察」である．デュー
イやコルブも指摘するように，あらゆる経験がすべて
学習につながるわけではない．経験を変容させ学習へ
とつなげるためには，省察が必要である．
あらゆる経験は，学習のための資源となる可能性を
秘めている．しかし，繰り返し言及している通り，経
験すべてが自動的に学習へと変容するわけではない．
相対的に見れば，全身を使い，五感を通して得られる
情報量は，視覚のみ，聴覚のみによって得られる情報
よりも圧倒的に多く，複合的である．よって，身体を
通じて行われる経験は，より広範で深い洞察へと学習
者を導く可能性を持っている．
４．2．状況的に学ぶ意義
近年，状況的に学ぶことの重要性にも大きな注目が集
まっている．メリアム（Merriam 1999=2004）によれば，
「状況的認知（situated cognition）」の概念は，学習の
過程と学習が生じる状況が不可分だという点を焦点化
している．ここで重要な考え方としては，以下の 2 つが
指摘される（Merriam 1999=2005, pp.285-287）．
第 1 に，学習の過程とは，単に知識を記憶する方法
ではなく，ある状況の中で認識が生成される過程であ
るという考え方である．本質的に人は，環境としての
「状況」に順応しようとする．学習の状況，つまり学
習環境が，どのような認知が形成されるかに大きな影
響を及ぼしているという考え方である．
第 2 に，学習過程の文化的な側面に着目することで
ある．学習についての探究は，認知の研究から社会的・
政治的な領域へと移行し，知と権力に関わる問題を提
起するに至っている．ここでは，教育における批判理
論，フェミニズム理論，ポストモダン主義の思想家た
ちの視点が重要であると指摘されている．
知と権力に関わる問題は，CBLの意義を考える1つ
の側面として極めて重要である．デューイ（Dewey 
1938=2004）が指摘しているように，教育が常に権力
や統制の問題と密接に関わって制度化されてきた点は
認識しておかなければならない．
例えば，フレイレ（Freire 1970=2011）は，「抑圧
のツール」としての「銀行型教育」を概念化している．
銀行型教育とは，教師が一方的に話す内容を生徒が機
械的に覚えるという教育である．ここでは，生徒の容
れ物を一杯にすることが教師の仕事であり，生徒は一
杯に容れられるのをただ黙って，忍耐をもって受け入
れる．このような銀行型教育では，生徒は，知識を「預
金」し，貯め込んだ知識をきちんと整理しておく事し
かできない（Ibid., p.79）．
銀行型教育は，抑圧された社会をそのまま反映する
教育であり，「沈黙の文化」を生み出す（Ibid.,81）．
このような教育では，生徒は主体的に世界に関わるこ
とも，世界を変革しようとする批判意識も持てなく
なってしまう（Ibid., p.83）．
銀行型教育を克服するものとして，フレイレは「課
題解決型教育」を提唱している（Ibid., p.101）．この
ような教育の本質として「対話性」が掲げられる．対
話的な教育においては，「生成する言葉」や「生成す
るテーマ」を探索することもできる（Ibid., p.166）．
知と権力の問題は，すでに様々な社会的状況の中に
埋め込まれている．複雑で深刻な社会問題の山積する
現代社会にあって，それを乗り越えるための学びや教
育が必要となっている．そこでは，ただ既存の知を自
分の中に容れて一杯にするような「銀行型教育」では
なく，「課題解決型教育」が有効である．CBLは，こ
の課題解決型教育と共通の哲学を有し，それを具体す
るプログラムであると考えられる．
状況的に学ぶ中では，ただその状況に適応するとい
うだけでは十分ではない．学習者は，現実の状況に埋
め込まれた知と権力の問題を発見し，そこにある抑圧
的な状況を克服するための新たな「言葉」や「テーマ」
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を生成することが求められている．
５ ．まとめと考察
CBLは，経験を変容させ学習へと転化させるため
に有効なプログラムであり，それを支える哲学や教育
学でもある．学習にとって「経験」とは重要な資源で
あり，それは過去のものとして現在に利用されるだけ
ではなく，現在の経験が未来の経験を形成していくと
いう側面においても重要である．そして，経験を連続
的に再構成し，より深い学びへと循環させていくため
に「省察」が重要であると指摘されている．
ただし，すべての経験が学習へとつながる可能性を
有しているものの，必ずしもすべての経験が学習へと
変容するわけではない．そこで，学習を促進する契機
として，学習における身体的・感覚的要素や情動的要
素の重要性にも着目してきた．CBLが効果的である
とすれば，五感を活用したホリスティックな学びを可
能にするという点に意義の 1 つを見出すことができる．
また，学習における「状況」の重要性からも，CBL
の有効性が確認できる．教室の中で学ぶことの効果や
効率性ももちろん重要だが，人工的につくられた環境
である教室の中では得られない性質の学習が，現実の
社会的状況の中で学ぶCBLだからこそ実現できる．
ゆえにCBLは，学校での学び，教室での学びと効果
的に組み合わされ，相互に調整される必要がある．
本稿では，CBLの理論的な背景を中心に整理して
きた．しかし，残された課題も多い．CBLにおける
知と権力の問題は，理論的にも実践的にも検討してい
く必要がある．同時に，CBLを具体的に実践化して
いくための課題や，CBLの効果を実証的に確認して
いく作業についても，今後の課題としたい．
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